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虹

　

と

　

日

　

本

　

文

　

藝

｜
　
現
代
撰
集
・
『
昭
和
萬
葉
集
』
を
め
ぐ
っ
て
｜

荻
　
　
野
　
　
恭
　
　
茂

小
　
　
　
序

本
稿
は
、
和
歌
撰
集
史
上
の
近
・
現
代
に
花
開
き
、
そ
の
近
・
現
代
（
昭
和

（
注
1
）

元
年
～
昭
和
5
0
年
）
の
短
歌
四
四
二
四
八
首
を
内
蔵
す
る
『
昭
和
萬
葉
集
』

（
注
2
）

（
昭
5
4
・
2
～
昭
5
5
・
1
2
　
講
談
社
）
よ
り
〈
虹
〉
の
語
を
有
す
る
歌
に
つ
い

て
逐
次
摘
出
作
業
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
い
さ
さ
か
の
考
察
を
加

え
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
1
）
顧
問
＝
土
屋
文
明
・
土
岐
善
麿
・
松
村
英
一

選
者
＝
太
田
青
丘
・
鹿
児
島
寿
蔵
・
木
俣
修
・
窪
田
章
一
郎
・
五
島

茂
・
近
藤
芳
美
・
佐
藤
佐
太
郎
・
前
川
佐
美
雄
・
宮
柊
二

企
画
協
力
＝
上
田
三
四
二
・
岡
井
隆
・
島
田
修
二

選
歌
協
力
＝
安
達
龍
雄
・
他
3
5
名
、
ほ
か
。

（
注
2
）
　
同
概
念
を
持
つ
も
の
の
異
表
記
、
例
え
ば
〈
に
じ
〉
・
〈
ニ
ジ
）
・
〈
レ
イ

ン
ボ
ー
〉
・
〈
天
の
浮
き
橋
〉
等
も
含
め
て
調
査
。

『
昭
和
萬
葉
集
』
（
昭
5
4
・
2
～
5
5
・
1
2
、
講
談
社
）

〈
　
凡
　
　
例
　
〉

一
、
短
歌
本
文
中

一
、
（
1
）
（
2
）
…
は
、

一
、
脚
注
解
説

〈
虹
）
語
の
部
分
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
し
た
。

『
昭
和
萬
葉
集
』
中
〈
虹
〉
語
を
有
す
る
歌
の
通
し
番
号
。

①
作
者
②
『
昭
和
萬
葉
集
」
中
の
「
巻
」
名
。
但
し
、
巻
一
＝

昭
和
元
年
～
五
年
　
巻
二
＝
昭
和
六
年
～
八
年
　
巻
三
＝
昭
和

九
年
～
十
一
年
　
巻
四
＝
昭
和
十
二
年
～
十
四
年
　
巻
五
＝
昭

和
十
五
年
～
十
六
年
　
巻
六
＝
昭
和
十
六
年
～
二
十
年
　
巻
七

＝
昭
和
二
十
年
～
二
十
二
年
　
巻
八
＝
昭
和
二
十
三
年
～
二
十

四
年
　
巻
九
＝
昭
和
二
十
五
年
～
二
十
六
年
　
巻
十
＝
昭
和
二

十
七
年
～
二
十
九
年
　
巻
十
一
＝
昭
和
三
十
年
～
三
十
一
年

巻
十
二
＝
昭
和
三
十
二
年
～
三
十
四
年
　
巻
十
三
＝
昭
和
三
十

五
年
～
三
十
八
年
　
巻
十
四
＝
昭
和
三
十
九
年
～
四
十
二
年

巻
十
五
＝
昭
和
四
十
三
年
～
四
十
四
年
　
巻
十
六
＝
昭
和
四
十

五
年
～
四
十
六
年
　
巻
十
七
＝
昭
和
四
十
七
年
　
巻
十
八
＝
昭

和
四
十
八
年
　
巻
十
九
＝
昭
和
四
十
九
年
　
巻
二
十
＝
昭
和
五

三
三



荻　野　恭　茂

十
年
　
別
巻
＝
昭
和
歌
人
小
評
伝
・
戦
争
詩
歌
文
献
解
題
・
作

者
総
索
引
他
　
③
『
昭
和
萬
菓
集
』
各
巻
中
に
お
け
る
当
該
歌

の
存
在
頁
。
同
じ
く
章
（
Ⅰ
・
Ⅱ
…
）
・
部
立
分
類
的
「
題
」
・

朱
色
印
刷
に
よ
る
頭
注
的
〈
小
題
〉
④
典
拠
文
献
（
発
行
年
）
。

但
し
発
行
年
は
（
昭
和
）
、
『
　
』
＝
著
書
、
「
　
」
＝
新
聞
・
雑

誌
。
昭
和
十
二
年
以
前
の
作
品
で
、
『
新
萬
葉
集
』
に
先
出
の
も

の
は
そ
の
旨
を
付
し
た
。

吹
き
降
り
の
　
大
空
に
し
て
　
薄
日
さ
し
　
我

が
眼
の
下
に
　
虹
た
ち
に
け
り

（1）

鍬
つ
き
て
み
な
仰
ぎ
を
り
虹
た
て
り
夕
虹
た
て

し
ろ
た

り
代
田
の
上
に

（2）

き

の

ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

き

や

ま

昨
日
よ
り
ね
む
り
ふ
け
り
し
心
さ
ぶ
し
岬
山
の

上
に
朝
の
虹
た
つ

（3）

嵐
め
く
空
の
下
び
に
あ
ら
は
れ
て
静
か
な
る
か

も
ゆ
ふ
べ
の
虹
は

（4）

①
下
村
海
南
②
巻
一
③
P
四

三
｜
2
　
Ⅰ
・
「
昭
和
時
代

の
開
幕
」
・
〈
飛
行
体
験
〉
④

『
天
地
』
　
（
4
）

①
堀
内
皆
作
②
巻
一
③
P
一

五
二
｜
3
　
Ⅳ
・
「
農
村
の

日
々
」
・
〈
稲
作
に
は
げ
む
〉

④
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
　
（
3
・
1
0
）

①
五
味
保
義
②
巻
一
③
P
二

七
三
｜
1
　
Ⅵ
・
「
自
然
の

姿
」
・
〈
日
・
月
・
風
・
雨
）

④
『
清
峡
』
　
（
1
6
）

①
細
野
春
翠
②
巻
一
③
P
二

七
三
｜
2
　
Ⅵ
・
「
自
然
の

お

や

ゆ

び

　

　

　

の

ホ
ー
ス
に
当
て
た
拇
指
を
は
ね
除
け
て
青
空
に

爆
発
す
る
水
の
歓
喜
だ
。
虹
だ
！

（5）

つ
き
か
げ

月
光
に
虹
の
た
ち
た
る
あ
は
れ
さ
を
蕃
界
に
し

て
我
は
見
に
け
り

（6）

か
た
は
ら

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
吾
が
打
ち
つ
づ
く
傍
を
虹

の
立
て
り
と
人
言
ひ
て
過
ぐ

（7）

泥
ま
み
れ
の
天
使
の
や
う
な
お
前
、
そ
つ
と
抱

け
ば
空
に
立
つ
虹

（8）

も

と

え

寒
ざ
む
と
草
枯
れ
伏
し
し
道
ゆ
け
ば
音
江
の
山

に
虹
立
ち
に
け
り

（9）

三
四

姿
」
・
〈
日
・
月
・
風
・
雨
〉

④
「
創
作
」
　
（
2
・
9
）

①
萍
水
馬
②
巻
一
③
P
三
〇

六

｜

5

　

Ⅵ

・

「

く

さ

ぐ

さ

の
歌
」
・
〈
自
由
律
短
歌
〉
④

『
季
節
風
』
　
（
6
）

①
尾
藤
豪
宗
②
巻
二
③
P
一

六
五
｜
4
　
Ⅲ
・
「
冬
の
時

代
」
・
〈
台
湾
に
て
〉
④
「
ア

ラ
ラ
ギ
」
　
（
8
・
9
）

①
庄
野
光
子
②
巻
二
③
P
一

九
四
｜
8
　
Ⅳ
・
「
仕
事
の

歌
」
・
〈
仕
事
の
歌
〉
④
「
ア

ラ
ラ
ギ
」
　
（
8
・
2
）

①
前
田
透
②
巻
二
③
P
二
一

〇
｜
3
　
Ⅴ
・
「
愛
と
死
」
・

〈
愛
の
歌
〉
④
「
こ
み
ち
」

（
8
・
5
）

①
樋
口
賢
治
②
巻
二
③
P
二

六
一
｜
3
　
Ⅵ
・
「
天
地
自
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松
原
の
む
か
う
に
低
き
午
後
の
虹
駅
一
つ
過
ぎ

て
す
ぐ
に
消
え
た
り

（10）

麓
が
村
に
虹
た
ち
に
け
り
こ
の
虹
を
見
越
し
て

幾
つ
の
山
が
起
き
伏
す

（11）

う
み

大
き
虹
の
裾
明
り
に
冴
え
て
山
の
湖
の
波
が
し

ら
白
し
こ
の
道
は
嵐

（12）

川
魚
の
む
ね
を
ひ
ら
い
て
ゐ
る
と
き
に
夕
虹
あ

が
る
夕
虹
の
う
た

（13）

木
に
登
り
野
ず
ゑ
の
虹
を
見
て
あ
れ
ば
花
嫁
の

列
の
来
る
け
は
ひ
な
り

（14）

い
の
ち
断
た
る
る
お
の
れ
は
言
は
ず
こ
と
づ
て

に

じ

　

　

　

あ

や

は
虹
よ
り
も
彩
に
や
さ
し
か
り
に
き

（15）

う
ら
山
は
照
り
て
し
ぐ
る
れ
下
田
よ
り
手
に
と

に
じ

る
ご
と
き
近
き
虹
立
つ

（16）

な
き
が
ら

ひ
と
よ
さ
を
君
が
亡
骸
を
ま
も
り
た
る
あ
か
つ

き
に
し
て
低
き
虹
立
つ

（17）

あ
を
や
ま

ひ
む
が
し
に
海
ひ
ら
け
た
る
国
ゆ
き
て
青
山
に

た
つ
虹
あ
は
れ
な
り

（18）

然
」
・
〈
天
地
自
然
〉
④
「
ア

ラ
ラ
ギ
」
　
（
6
・
1
）

①
堤
青
燕
②
巻
二
③
P
二
六

一

｜

4

　

Ⅵ

・

「

天

地

自

然
」
・
〈
天
地
自
然
〉
④
『
堤

青
燕
歌
集
』
　
（
2
5
）

①
杉
浦
翠
子
②
巻
二
③
P
二

六
九
｜
5
　
Ⅵ
・
「
天
地
自

然
」
・
〈
山
〉
④
『
浅
間
の
表

情
』
　
（
1
2
）

①
五
島
茂
②
巻
二
③
P
二
七

八
｜
9
　
Ⅵ
・
「
天
地
自

然
」
・
〈
外
国
旅
行
〉
④
『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
歌
集
』
　
（
1
5
）
　
『
新
萬

葉
集
』
　
に
先
出
。

①
前
川
佐
美
雄
②
巻
二
③
P

二
九
七
｜
6
　
Ⅵ
・
「
天
地

自
然
」
・
〈
く
さ
ぐ
さ
の
歌
〉

④
『
白
鳳
』
　
（
1
6
）

①
前
川
佐
美
雄
②
巻
二
③
P

二
九
七
｜
7
　
Ⅵ
・
「
天
地

自
然
」
・
（
く
さ
ぐ
さ
の
歌
〉

④
『
白
鳳
』
　
（
1
6
）

①
斎
藤
史
②
巻
三
③
P
六
四

｜
1
1
　
Ⅱ
・
「
二
・
二
六
事

件
」
・
〈
処
刑
〉
④
『
魚
歌
』

（
1
5
）
｜
濁
流

①
中
村
憲
吉
②
巻
三
③
P
二

〇
七
｜
7
　
Ⅵ
・
「
遺
詠
と

挽
歌
」
・
〈
中
村
憲
吉
の
死
〉

④
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
　
（
9
・
1
、

2
）
＝
各
二
首
。

①
友
広
保
一
②
巻
三
③
P
二

〇
九
｜
5
　
Ⅵ
・
「
遺
詠
と
挽

歌
〉
④
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
（
9
・
8
）

①
結
城
哀
草
果
②
巻
三
③
P

二
六
一
｜
1
　
Ⅶ
・
「
四
季

の
移
ろ
い
」
・
〈
天
地
自
然
〉

④
『
す
だ
ま
』
　
（
1
0
）
　
『
新
萬

葉
集
』
　
に
先
出
。

三
五



荻　野　恭　茂

若
葉
山
濡
れ
な
が
ら
に
し
吐
く
息
の
一
息
な
が

し

七

色

の

虹

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

9

）

音
も
な
く
空
に
あ
ら
は
れ
て
七
色
の
大
き
虹
の

輪
し
ば
ら
く
消
え
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

支
那
海
の
雲
を
背
に
し
て
柱
な
す
直
立
ち
し
虹

は
片
く
づ
れ
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

煙
突
の
ひ
し
め
き
立
て
る
工
場
地
帯
吐
き
つ
ぐ

煙
も
虹
を
か
く
さ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ひ
で
り
あ
め

汽
車
走
る
日
照
雨
ふ
る
野
づ
か
さ
に
立
ち
た
る

虹
を
兄
よ
見
て
征
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

①
四
賀
光
子
②
巻
四
③
P
二

六
二
｜
3
　
Ⅴ
・
「
四
季
の

う
つ
ろ
ひ
」
・
〈
夏
〉
④
『
麻

ぎ
ぬ
』
　
（
2
3
）

①
四
賀
光
子
②
巻
四
③
P
二

六
二
｜
4
　
Ⅴ
・
「
四
季
の

う
つ
ろ
ひ
」
・
〈
夏
〉
④
『
麻

ぎ
ぬ
』
　
（
2
3
）

①
石
榑
千
亦
②
巻
四
③
P
二

七
五
｜
2
　
Ⅴ
・
「
四
季
の

う
つ
ろ
ひ
」
・
〈
海
〉
④
「
短

歌
研
究
」
　
（
1
2
・
1
0
）

①
長
沢
美
津
②
巻
四
③
P
三

〇
〇
｜
L
4
　
④
や
ま
だ
・

む
ね
み
つ
筆
〈
昭
和
短
歌
史

概
論
〉
中
の
引
用
。

①
西
村
直
次
②
巻
五
③
P
八

二
｜
7
　
Ⅱ
・
「
戦
場
へ
」
・

〈
兄
弟
を
送
る
〉
④
「
ア
ラ

ラ
ギ
」
　
（
1
5
・
1
）

か
が
や
き
て
虹
た
つ
も
と
を
あ
ゆ
み
来
る
馬
の

か
み

す
べ
て
は
〓
こ
ほ
り
は
つ
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

大
雲
塊
の
崩
る
る
側
を
通
る
と
き
手
を
触
る
如

く
虹
現
れ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

日
照
雨
し
ぐ
る
る
曠
野
の
ま
づ
し
さ
は
さ
も
あ

ら
ば
あ
れ
大
き
夕
虹
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

と

な

み

の

　

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

た

て

や

ま

礪
波
野
は
い
ま
時
の
間
の
雨
は
れ
て
立
山
こ
ゆ

ふ
た
き
だ

る

二

段

の

虹

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

7

）

四
月
の
雪
あ
る
山
の
斜
面
、
烈
風
の
な
か
に
虹

あ
か
く
わ
き
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

三
六

①
小
川
博
三
②
巻
五
③
P
一

五
三
｜
2
　
Ⅲ
・
「
は
て
な

き
戦
線
」
・
〈
軍
馬
〉
④
『
月

下
の
山
』
　
（
3
2
）

①
佐
藤
完
一
②
巻
五
③
P
一

五
七
｜
1
　
Ⅲ
・
「
は
て
な

き
戦
線
」
・
〈
艦
上
に
て
〉
④

『
ア
ラ
ラ
ギ
』
　
（
1
6
・
3
）

①
樫
八
重
武
光
②
巻
五
③
P

一
七
六
｜
4
　
Ⅲ
・
「
は
る

か
な
る
祖
国
」
・
〈
大
陸
の
風

光
〉
④
「
多
磨
」
　
（
1
6
・
1
2
）

①
桜
井
巌
区
②
巻
五
③
P
二

八
六
｜
6
　
Ⅴ
・
「
四
季
の

よ
ろ
こ
び
」
・
〈
山
〉
④
「
ア

ラ
ラ
ギ
」
　
（
1
5
・
1
2
）

①
前
田
夕
暮
②
巻
五
③
P
二

八
七
｜
7
　
Ⅴ
・
「
四
季
の

よ
ろ
こ
び
」
・
〈
山
〉
④
『
烈

風
』
　
（
1
8
）
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に

じ

　

　

　

　

　

　

ぼ

か

ん

島
山
は
雨
に
か
く
れ
て
虹
の
内
に
わ
が
母
艦
の

み
あ
か
る
く
浮
ぶ

（29）

か

ざ

か

み

　

て

ん

だ

　

　

　

　

こ

ん

じ

や

う

　

う

し

ほ

風
上
に
転
舵
す
る
と
き
紺
青
の
潮
さ
や
ぎ
て

ゑ
が

虹
を
描
き
ぬ

（30）

し
ら
さ
ぎ

朝
空
の
虹
が
う
つ
く
し
弧
の
中
を
二
羽
の
白
鷺

羽
う
ち
て
飛
ぶ

（31）

に

じ

　

　

　

　

　

せ

ん

敵
弾
の
う
が
て
る
穴
に
虹
た
て
て
水
道
栓
は
霧

ふ
き
あ
ぐ
る

（32）

あ

さ

に

じ

　

　

　

　

　

く

　

み

の

う
つ
く
し
く
朝
虹
た
て
ば
雨
や
来
と
蓑
と
笠
も

ち
稲
刈
り
に
出
づ

（33）

つ

く

よ

あ
き
ら
け
き
月
夜
ひ
と
と
き
時
雨
れ
つ
つ
夜
の

虹
た
て
る
空
の
静
ま
り

（34）

ご

と

　

は

く

か

　

　

　

か

を

　

　

　

て

し

ほ

虹
の
如
く
薄
荷
の
如
く
香
り
け
り
天
塩
川
辺
の

し
そ

大
き
紫
蘇
の
実

（35）

ま

た

　

お

ほ

に

じ

　

　

　

　

　

あ

し

東
京
の
焼
野
を
跨
ぐ
大
虹
の
立
ち
た
る
脚
の
ま

さ
や
か
に
見
ゆ

（36）

せ

う

ど

　

　

　

　

　

　

　

ふ

ゆ

に

じ

あ

空
襲
に
焦
土
と
な
り
し
町
の
空
冬
虹
生
れ
て
夕

は
な

べ
華
や
ぐ

（37）に
じ

住
み
つ
き
し
火
山
灰
地
の
秋
風
に
か
な
し
き
虹

を
子
と
な
が
め
を
り

（38）

①
深
沢
恒
雄
②
巻
六
③
P
一

四
四
｜
4
　
Ⅳ
・
「
海
に
漂

う
」
・
〈
測
量
船
に
て
〉
④
『
は

る
か
な
る
山
河
に
』
　
（
2
3
）

①
田
村
賢
雄
②
巻
六
③
P
一

四
七
｜
4
　
Ⅳ
・
「
海
に
漂

う
」
・
〈
海
戦
〉
④
『
赤
道
』

（43）

①
大
塚
泰
治
②
巻
六
③
P
一

五
八
｜
5
　
Ⅳ
・
「
生
死
を

超
え
て
」
・
〈
戦
野
の
四
季
〉

④
『
恵
我
野
』
　
（
4
6
）

①
菊
地
猶
喜
②
巻
六
③
P
一

八
四
｜
2
　
Ⅴ
・
「
燈
火
管

制
の
下
に
」
・
〈
瓦
礫
の
中

で
〉
　
④
「
水
甕
」
　
（
2
0
・
3

～
1
0
合
併
号
）

①
結
城
哀
草
果
②
巻
六
③
P

二
二
〇
｜
4
　
Ⅵ
・
「
農
村

の
日
日
」
・
〈
農
村
の
四
季
〉

④
『
ま
ほ
ら
』
　
（
2
3
）

①
岩
本
尚
久
②
巻
六
③
P
二

八
二
｜
1
　
Ⅷ
・
「
四
季
の

喜
び
」
・
〈
秋
〉
④
「
ア
ラ
ラ

ギ
」
　
（
1
9
・
2
）

①
徳
川
夢
声
②
巻
六
③
P
二

九
三
｜
8
　
Ⅷ
・
「
く
さ
ぐ

さ
の
歌
」
・
〈
旅
の
歌
〉
④
『
夢

声
戦
争
日
記
4
』
　
（
3
5
）

①
窪
田
章
一
郎
②
巻
七
③
P

一
〇
〇
｜
5
　
Ⅲ
・
「
廃
墟

の
中
か
ら
」
・
〈
焦
土
〉
④
『
ち

ま
た
の
響
』
　
（
2
5
）

①
牧
暁
村
②
巻
七
③
P
一
〇

四
｜
1
　
Ⅲ
・
「
廃
墟
の
中

か
ら
」
・
〈
焦
土
〉
④
「
水
甕
」

（
2
1
・
7
）

①
浅
野
晃
②
巻
七
③
P
二
九

〇
｜
2
　
Ⅶ
・
「
折
々
　
の

歌
」
・
〈
日
日
随
感
〉
④
『
曠

原
』
　
（
2
9
）

三
七
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三
八

ひ
ぐ
も

か
な
た
な
る
氷
雲
の
空
の
奥
ぐ
ら
き
悲
願
に
似

か
ん
に
じ

た
る
寒
虹
の
照
り

（39）

め

冬
の
虹
思
ひ
の
ほ
か
濃
き
雪
野
の
う
へ
眼
を
上

げ
て
よ
り
我
は
と
ま
ど
ふ

（40）

中
空
の
陽
を
ば
か
こ
み
て
ア
リ
ゾ
ナ
の
砂
漠
に

立
て
る
虹
四
つ
見
ゆ

（41）

た
ん
じ
つ

海
の
虹
消
え
去
り
し
か
ば
短
日
の
町
の
暮
色
へ

時
移
る
の
み

（42）
や
ま

夕
立
の
晴
れ
て
た
ち
ま
ち
日
の
さ
せ
ば
木
曽
山

へ

の
上
に
虹
た
ち
に
け
り

（43）

え

び

ご

ひ

き

吾
が
た
め
に
君
が
買
ふ
朝
の
海
老
五
疋
虹
の
ご

と
く
に
手
の
上
に
あ
り

（44）

鉄
梯
子
下
り
は
じ
め
た
る
わ
れ
に
見
ゆ
ク
レ
ー

ン
の
右
に
立
つ
白
き
虹

（45）

夕
淡
く
懸
れ
る
虹
の
輪
の
な
か
に
水
そ
こ
と
な

る
村
は
ひ
そ
け
し

（46）

ひ

る

ね

　

お

も

　

　

　

は

く

ぜ

ん

午
睡
の
面
を
長
き
白
髯
は
覆
ひ
た
り
不
思
議
な

る
虹
は
そ
こ
よ
り
あ
が
る

（47）

が

う

ら

強
羅
の
や
ま
君
と
の
ぼ
り
て
秋
の
夜
の
虹
の
さ

①
前
川
佐
美
雄
②
巻
八
③
P

二
五
五
｜
6
　
Ⅵ
・
「
四
季

の
う
つ
ろ
ひ
」
・
〈
冬
〉
④
「
短

歌
研
究
」
　
（
2
5
・
1
）

①
斎
藤
史
②
巻
八
③
P
二
五

六
｜
7
　
Ⅵ
・
「
四
季
の
う

つ
ろ
ひ
」
・
〈
冬
〉
④
『
う
た

の
ゆ
く
へ
』
　
（
2
8
）

①
貴
家
し
ま
子
②
巻
九
③
P

一
二
五
｜
4
　
Ⅱ
・
「
外
地

の
日
日
」
・
〈
ア
メ
リ
カ
で
〉

④
「
国
民
文
学
」
　
（
2
6
・
4
）

①
峯
村
文
人
②
巻
九
③
P
一

五
四
｜
1
　
Ⅲ
・
「
生
活
の

周
辺
」
・
〈
夕
ま
ぐ
れ
〉
④
「
短

歌
声
調
」
　
（
2
6
・
4
）

①
今
井
白
水
②
巻
九
③
P
二

六
三
｜
6
　
Ⅴ
・
「
く
さ
ぐ

さ
の
歌
」
・
〈
旅
〉
④
『
今
井

白
水
歌
集
』
　
（
4
6
）

①
土
屋
文
明
②
巻
九
③
P
二

六
四
｜
9
　
Ⅴ
・
「
く
さ
ぐ

さ
の
歌
」
・
〈
旅
〉
④
『
自
流

泉
』
　
（
2
8
）

①
小
佐
治
安
②
巻
九
③
P
二

七
九
｜
4
　
Ⅴ
・
「
く
さ
ぐ

さ
の
歌
」
・
〈
モ
ダ
ニ
ズ
ム
短

歌
〉
④
「
短
歌
研
究
」
（
2
6
・

8
）

①
笹
野
儀
一
②
巻
十
③
P
一

四
四
｜
5
　
Ⅲ
・
「
戦
後
の

日
本
」
・
〈
ダ
ム
に
沈
む
村
〉

④
「
日
本
短
歌
」
（
2
7
・
7
）

「
鶏
苑
」
　
（
2
7
・
2
8
・
9
合

併
号
）

①
太
田
満
喜
子
②
巻
十
③
P

二
二
四
｜
1
　
Ⅴ
・
「
愛
と

死
」
・
〈
父
を
〉
④
『
遠
き
海
』

（31）

①
山
口
茂
吉
②
巻
十
③
P
二
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や
け
き
見
し
を
忘
れ
ず

（48）

片
空
は
時
雨
の
通
り
ゐ
る
な
ら
し
あ
は
あ
は
と

朝
の
虹
か
か
る
見
ゆ

（49）

通
り
雨
過
ぐ
る
し
ば
し
を
立
つ
虹
か
も
み
ぢ
の

山
に
弧
線
明
る
く

（50）

し

う

う

あ
ざ
や
か
に
虹
た
ち
に
け
り
驟
雨
す
ぎ
て
な
ほ

霧
の
ご
と
く
雨
ふ
る
中
に

（51）

海
を
流
る
る
河
の
岸
と
も
小
さ
き
島
日
本
を
お

お
う
虹
を
見
に
け
り

（52）

虹
の
脚
わ
ず
か
に
浮
び
日
暮
る
れ
ば
牛
励
ま
し

て
田
掻
き
続
く
る

（53）

田
車
を
押
す
吾
が
田
よ
り
伸
び
ゆ
き
て
村
一
ぱ

い
に
虹
が
立
ち
た
り

（54）

時
雨
き
て
虹
か
か
り
た
り
そ
の
脚
の
光
の
中
に

牛
等
草
は
む

（55）

山
を
背
に
大
き
く
立
ち
た
る
朝
虹
が
し
ず
か
に

移
り
ゆ
く
を
見
て
お
り

（56）

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
む
男
の
か
ら
だ
窓
よ
り
の
陽
に

断
れ
ぎ
れ
の
虹
ま
と
ふ
見
つ

（57）

三

二

｜

4

　

Ⅴ

・

「

愛

と

死
」
・
〈
茂
吉
の
死
〉
④
「
ア

ラ
ラ
ギ
」
　
（
2
8
・
1
0
）

①
三
浦
百
郎
②
巻
十
③
P
二

七
七
｜
5
　
Ⅵ
・
「
四
季
の

移
ろ
い
」
・
〈
自
然
〉
④
『
青

雲
』
　
（
2
8
）

①
峯
村
国
一
②
巻
十
③
P
二

七
七
｜
6
　
Ⅵ
・
「
四
季
の

移
ろ
い
」
・
〈
自
然
〉
④
『
耕

全
集
』
　
（
3
2
）

①
植
村
武
②
巻
十
③
P
二
七

七
｜
7
　
Ⅵ
・
「
四
季
の
移

ろ
い
」
・
〈
自
然
〉
④
『
〓
霄
』

（33）

①
小
崎
碇
之
介
②
巻
十
一
③

P

一

三

〇

｜

1

　

Ⅲ

・

「

仕

事
の
歌
」
・
〈
海
上
で
〉
④
『
海

流
』
　
（
4
1
）

①
野
沢
一
二
②
巻
十
一
③
P

一
四
三
｜
6
　
Ⅲ
・
「
農
村

の
日
日
」
・
〈
米
作
り
〉
④
「
朝

日
新
聞
」
　
（
3
1
・
7
・
8
）

①
高
木
繁
②
巻
十
一
③
P
一

四
四
｜
3
　
Ⅲ
・
「
農
村
の

日
日
」
・
〈
米
作
り
〉
④
「
国

民
文
学
」
　
（
3
0
・
9
）

①
吉
田
省
三
②
巻
十
一
③
P

二
四
〇
｜
6
　
Ⅴ
・
「
四
季

の
移
ろ
い
」
・
〈
秋
〉
④
合
同

歌
集
『
青
森
県
歌
集
第
1
7
集
』

（49）

①
宮
城
謙
一
②
巻
十
一
③
P

二
五
二
｜
1
　
Ⅴ
・
「
く
さ

ぐ
さ
の
歌
」
・
〈
山
〉
④
「
短

歌
」
　
（
3
1
・
1
1
）

①
田
谷
鋭
②
巻
十
一
③
P
二

八

一

｜

1

　

Ⅴ

・

「

折

々

の

歌
」
・
〈
日
々
の
詩
情
〉
④
『
乳

鏡
』
　
（
3
2
）

三
九
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四
〇

虹
い
ろ
の
孔
雀
の
羽
根
が
鉄
板
の
壁
に
ふ
れ
つ

つ
ひ
ら
き
始
め
ぬ

（58）

議
事
堂
を
目
指
せ
る
示
威
の
過
ぐ
る
今
日
し
ぐ

れ
の
暗
き
夕
虹
の
下

（59）

噴
水
の
水
に
時
の
ま
の
虻
立
て
ば
如
何
な
ら
む

明
日
わ
が
た
め
に
待
つ

（60）

城
山
と
桜
島
か
け
あ
な
さ
や
け
正
月
虹
の
立
ち

わ
た
り
た
り

（61）

も
み
ぢ

う
す
紅
葉
に
ほ
ふ
前
山
ほ
の
ぼ
の
と
虹
立
ち
渡

る
幾
峰
か
け
て

（62）

う
み

比
叡
よ
り
立
ち
た
る
虹
の
大
ら
か
に
湖
を
跨
ぎ

て
鈴
鹿
嶺
に
落
つ

（63）

か
す
か
な
る
虹
消
え
ゆ
き
し
空
の
下
木
原
お
も

む
ろ
に
光
り
は
じ
め
ぬ

（64）

潮
く
ら
く
い
た
ぶ
る
沖
に
ひ
く
く
顕
ち
虻
の
た

ま
ゆ
ら
色
か
が
や
き
ぬ

（65）

虹
の
松
原
よ
ぎ
り
て
出
で
し
磯
の
上
に
限
り
な

し
け
ふ
の
北
空
の
晴

（66）

赤
い
旗
た
て
た
る
舟
と
う
し
ほ
よ
り
た
つ
虹
と

か
な
し
　
脈
絡
な
き
に

（67）

①
田
谷
鋭
②
巻
十
一
③
P
二

八

一

｜

8

　

Ⅴ

・

「

折

々

の

歌
」
・
〈
日
々
の
詩
情
〉
④
『
乳

鏡
』
　
（
3
2
）

①
近
藤
芳
美
②
巻
十
二
③
P

八
六
｜
一
　
Ⅱ
・
「
癒
え
ぬ

傷
跡
」
・
〈
安
保
闘
争
前
夜
〉

④
『
喚
声
』
　
（
3
5
）

①
尾
崎
左
永
子
②
巻
十
二
③

P
一
五
〇
｜
3
　
Ⅳ
・
「
愛

と
死
」
・
〈
女
心
〉
④
「
短
歌
」

（
3
2
・
1
0
）

①
牧
暁
村
②
巻
十
二
③
P
二

一
三
｜
3
　
Ⅴ
・
「
四
季
の

う
つ
ろ
い
」
・
〈
歳
晩
・
新

年
〉
④
「
黒
潮
」
　
（
3
4
・
3
）

①
窪
田
空
穂
②
巻
十
二
③
P

二
二
〇
｜
3
　
Ⅴ
・
「
天
地

自
然
」
・
〈
天
地
自
然
〉
④
『
老

槻
の
下
』
　
（
3
5
）

①
飯
田
棹
水
②
巻
十
二
③
P

二
二
〇
｜
4
　
Ⅴ
・
「
天
地

自
然
」
・
〈
天
地
自
然
〉
　
④

『
華
』
　
（
4
2
）

①
三
枝
茂
②
巻
十
二
③
P
二

二
〇
｜
5
　
Ⅴ
・
「
天
地
自

然
」
・
〈
天
地
自
然
〉
④
『
冬

砂
』
　
（
4
5
）

①
西
川
敏
②
巻
十
三
③
P
二

三
五
｜
3
　
Ⅴ
・
「
四
季
の

移
ろ
い
」
・
〈
雪
〉
④
『
玄
冬
』

（41）

①
井
出
敏
郎
②
巻
十
三
③
P

二
三
七
｜
2
　
Ⅴ
・
「
自
然

の
姿
」
・
〈
自
然
の
姿
〉
④
「
ア

ラ
ラ
ギ
」
　
（
3
5
・
1
）

①
生
方
た
つ
ゑ
②
巻
十
三
③

P
二
四
四
｜
6
　
Ⅴ
・
「
自

然
の
姿
」
・
〈
海
〉
④
『
海
に

た
つ
虹
』
　
（
3
7
）
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夕
立
の
雨
は
れ
し
か
ば
天
草
の
海
の
お
も
て
よ

り
直
ぐ
に
虹
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

か
つ
て
暴
た
り
し
者
を
も
迎
え
虹
の
ご
と
燈
を

飾
る
林
の
中
の
賓
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

決
然
と
憎
み
を
こ
ば
む
心
よ
り
湧
き
て
や
ま
ざ

る
音
楽
の
虹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

夜
勤
よ
り
帰
り
て
ね
む
る
我
が
上
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
虹
の
ご
と
鳴
る
　
（
7
1
）

ゆ
ふ
ベ

ひ
む
が
し
の
空
の
暗
き
に
浮
び
た
る
夕
の
虹

を
指
差
し
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

た

う
ら
深
く
虹
顕
た
し
め
て
茫
々
と
ひ
と
り
ゐ
る

な
り
夜
の
ほ
ど
ろ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

吹
き
荒
れ
し
一
夜
は
明
け
て
お
ど
ろ
な
る
秋
野

に
来
れ
ば
草
に
虹
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

も
み
ぢ
せ
る
山
よ
り
山
に
朝
立
ち
て
消
え
ゆ
く

ま
も

虹
を
ひ
と
り
目
守
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

ま
な
う
ら
に
青
き
炎
の
虹
た
ち
ぬ
明
月
院
の

あ

ぢ

さ

ゐ

紫
陽
花
の
む
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

雨
外
套
着
て
さ
む
ざ
む
と
行
く
渚
さ
や
け
し
九

へ

月
の
海
の
上
の
虹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

①
佐
藤
佐
太
郎
②
巻
十
三
③

P
二
六
三
｜
1
　
Ⅵ
・
「
く

さ
ぐ
さ
の
歌
」
・
〈
旅
〉
④
『
冬

木
』
　
（
4
1
）

①
前
田
透
②
巻
十
三
③
P
二

六
九
｜
2
　
Ⅵ
・
「
く
さ
ぐ

さ
の
歌
」
・
〈
海
外
の
旅
〉
④

『
煙
樹
』
　
（
4
3
）

①
片
山
敏
彦
②
巻
十
三
③
P

二
八
七
｜
2
　
Ⅵ
・
「
折
々

の
歌
」
・
〈
折
々
の
歌
〉
④
歌

日
記
　
『
と
き
じ
く
』
　
よ
り

①
土
屋
元
②
巻
十
四
③
P
二

一
｜
7
　
Ⅰ
・
「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
・
〈
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
〉
④
「
朝
日
新
聞
」

（
3
9
・
1
1
・
1
）

①
高
橋
六
二
②
巻
十
四
③
P

九
四
｜
1
　
Ⅱ
・
「
生
活
の

歌
」
・
〈
夕
暮
〉
④
「
童
牛
」

（
4
2
・
6
）

①
佐
佐
木
由
幾
②
巻
十
四
③

P
九
七
｜
2
　
Ⅱ
・
「
生
活

の
歌
」
・
〈
夜
〉

①
三
浦
桂
祐
②
巻
十
四
③
P

二
〇
八
｜
3
　
Ⅴ
・
「
四
季

の
歌
」
・
〈
秋
〉
④
『
莫
愁
』

（48）

①
武
田
永
子
②
巻
十
四
③
P

二
一
〇
｜
2
　
Ⅴ
・
「
四
季

の
歌
」
・
〈
秋
〉
④
「
ア
ラ
ラ

ギ
」
　
（
4
2
・
1
）

①
和
田
智
恵
②
巻
十
四
③
P

二
四
一
｜
4
　
Ⅴ
・
「
天
地

自
然
」
・
〈
草
木
〉
④
「
短
歌

研
究
」
　
（
4
1
・
8
）
、
『
香
水
』

（41）

①
樋
口
賢
治
②
巻
十
四
③
P

二
五
三
｜
9
　
Ⅴ
・
「
天
地

自
然
」
・
〈
旅
情
〉
④
「
ア
ラ

ラ
ギ
」
　
（
4
1
・
2
・
9
）

四
一



荻　野　恭　茂

ぬ
か

組
織
み
な
消
え
ゆ
け
額
に
き
ら
め
き
て
ひ
と
つ

真
近
に
立
て
る
虹
の
根
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

う
し
ほ

追
ひ
つ
め
ら
れ
し
鯨
が
空
に
噴
き
あ
ぐ
る
潮

き

が
し
ば
し
虹
に
霧
ら
へ
り
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

め
ぐ
り
来
し
午
後
の
日
ざ
し
に
旋
盤
の
に
じ
む

油
の
虹
色
に
照
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

岩
の
裂
目
を
落
ち
く
る
滝
の
一
と
こ
ろ
日
の
虹

色
に
と
ど
ま
る
を
見
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

廃
液
に
し
ば
し
ば
い
ろ
を
変
ふ
る
川
け
ふ
い
ち

め
ん
に
流
す
虹
の
色
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
る
彼
方
に
虹
は
消
え
ま
た
平

凡
な
た
そ
が
れ
の
町
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

ま

む
ら
さ
き
に
指
染
め
茄
子
と
る
朝
の
間
の
峡
に

か
か
れ
る
虹
あ
は
あ
は
し
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

ミ
ス
ト
機
に
て
撒
き
ゆ
く
霧
に
陽
は
透
け
て
桃

の
樹
間
に
虹
か
か
り
た
り
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

ベ
ッ
ド
よ
り
わ
れ
を
よ
ぶ
君
虹
を
溶
く
ご
と
く

油
彩
に
あ
そ
べ
る
夜
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

お
い
ち
ち

虹
斬
っ
て
み
た
く
は
な
い
か
老
父
よ
種
子
蒔
き

ひ
と
よ

な
が
ら
一
生
終
る
や
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

①
村
上
一
郎
②
巻
十
四
③
P

三
〇
〇
｜
7
　
Ⅵ
・
「
く
さ

ぐ
さ
の
歌
」
・
〈
わ
が
思
い
〉

④
『
撃
攘
』
　
（
4
6
）

①
杉
浦
秋
男
②
巻
十
五
③
P

一

四

一

｜

5

　

Ⅱ

・

「

生

活

の
歌
」
・
〈
海
で
〉
④
「
短
歌

研
究
」
　
（
4
4
・
9
）

①
小
山
正
一
②
巻
十
五
③
P

一
六
九
｜
8
　
「
は
た
ら
く

人
々
」
・
〈
工
場
で
〉
④
「
短

歌
」
　
（
4
3
・
3
）

①
風
間
夢
津
絵
②
巻
十
五
③

P
二
五
〇
｜
4
　
Ⅵ
・
「
自

然
の
姿
」
・
〈
日
月
風
雨
〉
④

「
ボ
ト
ナ
ム
」
　
（
4
3
・
9
）

①
吉
田
一
彦
②
巻
十
六
③
P

二
〇
｜
5
　
Ⅰ
・
「
万
博
の

日
本
」
・
〈
公
害
〉
④
「
短
歌

手
帖
」
　
（
4
6
・
1
号
）

①
上
川
原
紀
人
②
巻
十
六
③

P
八
九
｜
5
　
Ⅱ
・
「
生
活

の
周
辺
」
・
〈
夕
暮
〉
④
『
原

色
の
過
程
』
　
（
5
2
）

①
佐
々
木
茂
②
巻
十
六
③
P

一
三
四
｜
3
　
Ⅲ
・
「
農
家

の
苦
悩
」
・
〈
農
作
業
〉
④
『
分

蘖
期
』
　
（
4
9
）

①
岡
本
甲
子
②
巻
十
六
③
P

一
三
六
｜
5
　
Ⅲ
・
「
農
家

の
苦
悩
」
・
〈
果
樹
園
〉
　
④

「
龍
」
　
（
4
5
・
1
1
）

①
星
河
安
友
子
②
巻
十
六
③

P

一

七

一

｜

8

　

Ⅳ

・

「

愛

と
死
」
・
〈
愛
の
歌
〉
④
「
未

来
」
　
（
4
5
・
3
）

①
伊
藤
一
彦
②
巻
十
六
③
P

一
七
九
｜
8
　
Ⅳ
・
「
愛
と

死
」
・
〈
父
母
〉
④
「
R
e
v

o
律
」
　
（
4
5
・
1
号
）
　
『
瞑
鳥

四
二



虹　と　日　本　文　藝

せ
と

春
一
番
今
朝
も
荒
れ
ゐ
る
迫
戸
の
潮
け
ぶ
り
と

な
り
て
虻
を
伴
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

し
ゆ
う

い
ま
虹
の
か
か
れ
ば
見
よ
と
か
か
る
電
話
驟

う雨
の
過
ぎ
て
ゆ
ら
ぐ
落
日
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

宇
宙
の
一
花
な
る
べ
し
モ
ン
ブ
ラ
ン
南
の
峰
に

あ

虹
の
輪
生
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

カ
フ
カ
と
は
対
話
せ
ざ
り
き
若
け
れ
ば
そ
れ
だ

け
で
虹
そ
れ
だ
け
で
毒
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

亡
び
た
る
ふ
る
さ
と
も
還
ら
ざ
る
友
の
名
も
思

い
立
ち
返
れ
夕
虹
の
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

ス
モ
ッ
グ
の
空
鮮
や
か
に
裁
ち
切
り
て
虹
は
群

れ
た
つ
ビ
ル
を
抱
け
り
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

ふ
た
た
び
は
虹
に
あ
か
る
き
日
の
さ
し
て
稼
ぎ

と
ぼ
し
き
農
に
老
い
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

ぼ

　

　

　

　

　

　

　

　

か

い

だ

う

夕
虹
の
う
す
ら
呆
け
つ
つ
過
す
日
を
海
棠
百
花

咲

き

乱

る

な

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

9

5

）

さ
き
は
ひ

噴
水
の
し
ぶ
き
交
は
る
た
ま
ゆ
ら
を
幸
の
ご

と
秋
の
虹
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）

記
』
　
（
4
9
）

①
藤
原
元
②
巻
十
六
③
P
二

一
〇
｜
1
　
Ⅴ
・
「
四
季
の

歌
」
・
〈
春
〉

①
近
藤
と
し
子
②
巻
十
六
③

P
二
三
五
｜
1
　
Ⅴ
・
「
自

然
の
姿
」
・
〈
日
月
風
雨
〉
④

「
小
鳥
た
ち
の
来
る
日
」

（49）

①
久
保
田
フ
ミ
エ
②
巻
十
六

③
P
二
五
九
｜
1
0
　
Ⅴ
・

「
自
然
の
姿
」
・
〈
外
国
の
旅
〉

④
『
ま
ひ
る
野
』
　
（
4
7
・
2
）

『
宇
宙
花
』
　
（
4
6
）

①
岡
井
隆
②
巻
十
六
③
P
二

九
六
｜
1
0
　
Ⅵ
・
「
く
さ
ぐ

さ
の
歌
」
・
〈
わ
が
心
象
〉
④

『
鵞
卵
亭
』
　
（
5
0
）

①
近
藤
芳
美
②
巻
十
六
③
P

二
九
八
｜
4
　
Ⅵ
・
「
く
さ

ぐ
さ
の
歌
」
・
〈
く
さ
ぐ
さ
の

歌
〉
④
『
遠
く
夏
め
ぐ
り
て
』

（48）

①
佐
藤
北
水
②
巻
十
七
③
P

三
〇
｜
3
　
Ⅰ
・
「
揺
れ
動

く
日
本
」
・
〈
公
害
・
大
気
汚

染
〉
④
「
窓
日
」
　
（
4
7
・
1
1
）

①
宮
岡
昇
②
巻
十
七
③
P
九

六
｜
5
　
Ⅲ
・
「
き
び
し
い

農
業
」
・
〈
農
に
生
き
る
〉
④

『
冬
の
雁
』
　
（
4
9
）

①
佐
佐
木
幸
綱
②
巻
十
七
③

P
二
〇
〇
｜
7
　
Ⅴ
・
「
四

季
の
歌
」
・
〈
春
の
花
々
〉
④

『
直
立
せ
よ
一
行
の
詩
』

（47）

①
西
畑
博
之
②
巻
十
七
③
P

二
〇
八
｜
7
　
Ⅴ
・
「
四
季

の
歌
」
・
〈
秋
〉
④
『
双
魚
宮
』

（52）
四
三
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小
雨
ふ
る
明
る
き
空
に
虹
か
か
り
北
山
は
そ
の

虹
の
輪
の
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）

お雄
ご
こ
ろ
や
わ
れ
に
流
れ
て
虹
た
つ
を
む
か
し

群
盗
の
ほ
ろ
び
た
る
石
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

魚
の
血
の
は
じ
く
あ
ぶ
ら
の
虹
い
ろ
に
吾
が
刃

あ
ま
ね
く
ぬ
れ
た
る
を
持
つ
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

か
な
し
み
の
き
わ
ま
る
と
き
し
さ
ま
ざ
ま
の
物

た

　

　

か

ん

象
顕
ち
て
寒
の
虹
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
0
）

時
長
く
虹
は
立
ち
た
り
戦
没
者
追
悼
式
の
す
す

む

う

み

べ

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

0

1

）

ま
な
そ
こ

虹
ヶ
浜
に
夜
ご
と
爆
死
体
を
焼
き
し
炎
眼
底
に

あ
り
て
二
十
八
年
経
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
2
）

起
き
い
で
て
わ
れ
の
五
坪
の
菜
園
に
水
を
注
げ

ば
虹
た
つ
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
3
）

北
風
と
と
も
に
入
り
来
て
声
も
寒
く
虹
い
ろ
の

か

紙
を
購
い
た
し
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
4
）

驟
雨
す
ぎ
い
く
ば
く
昏
き
空
の
藍
草
野
を
占
め

て

大

き

虹

立

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

0

5

）

清
く
冷
た
き
水
に
棲
む
ゆ
ゑ
虹
鱒
は
水
よ
り
揚

げ
て
命
落
ち
や
す
し
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
6
）

①
小
西
清
子
②
巻
十
七
③
P

二
二
五
｜
2
　
Ⅴ
・
「
自
然

の
姿
」
・
〈
霧
・
雨
・
雲
・

月
〉
④
「
短
歌
研
究
」
（
4
7
・

7
）

①
馬
場
あ
き
子
②
巻
十
七
③

P
二
八
〇
｜
1
0
　
Ⅵ
・
「
現

代
の
歌
」
・
〈
女
歌
〉
④
『
飛

花
抄
』
　
（
4
7
）
　
『
桜
花
伝
承
』

（52）

①
河
野
愛
子
②
巻
十
七
③
P

二
八
八
｜
6
　
Ⅵ
・
「
現
代

の
歌
」
・
〈
わ
が
心
象
〉
④
『
魚

文
光
』
　
（
4
7
）

①
坪
野
哲
久
②
巻
十
七
③
P

二
九
五
｜
1
3
　
「
昭
和
短
歌

史
概
論
」
・
〈
人
間
へ
の
問
い

か
け
」
　
（
S
）
　
中
に
引
用

①
川
辺
古
一
②
巻
十
八
③
P

五
〇
｜
5
　
Ⅰ
・
「
戦
争
の

傷
跡
」
・
〈
戦
跡
を
訪
ね
て
〉

④
『
駅
家
』
　
（
5
2
）

①
森
園
子
②
巻
十
八
③
P
五

三
｜
3
　
Ⅰ
・
「
戦
争
の
傷

跡
」
・
〈
わ
が
戦
後
〉
④
「
四

国
新
聞
」
　
（
4
9
・
3
・
1
5
）

①
太
田
青
丘
②
巻
十
八
③
P

九
〇
｜
4
　
Ⅱ
・
「
生
き
ゆ

く
日
々
」
・
〈
朝
の
歌
〉
④
『
太

田
青
丘
全
歌
集
』
　
（
5
4
）

①
杉
村
け
い
子
②
巻
十
八
③

P
二
五
〇
｜
6
　
Ⅴ
・
「
四

季
の
歌
」
・
〈
冬
〉
④
「
雲
と

ね
こ
』
　
（
5
1
）

①
田
谷
鋭
②
巻
十
八
③
P
二

五
五
｜
2
　
Ⅴ
・
「
自
然
の

姿
」
・
〈
日
月
風
雨
〉
④
『
母

恋
』
　
（
5
3
）

①
黒
沢
裕
②
巻
十
八
③
P
二

六
七
｜
3
　
Ⅴ
・
「
自
然
の

姿
」
・
〈
魚
〉
④
『
泰
山
木
の

四
四



虹　と　日　本　文　藝

さ

ぎ

り

海
峡
の
狭
霧
に
淡
き
昼
の
虹
わ
れ
は
か
な
し
む

還

ら

ぬ

島

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

0

7

）

嫁
が
ず
に
細
々
と
病
む
妹
と
電
車
の
窓
に
見
る

冬
の
虹
（

1
0
8
）

夕
立
の
お
そ
う
背
後
を
ふ
り
む
け
ば
い
ず
こ
の

危
機
か
虹
た
ち
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
9
）

セ
レ
ン
河
に
虹
た
て
ば
帰
国
の
前
兆
と
喜
び
合

へ
り
か
の
俘
虜
の
日
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
0
）

朝
刊
を
た
た
み
て
卓
の
端
に
置
く
虹
た
つ
こ
と

も
な
く
て
昏
れ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
1
）

さ

な

へ

機
械
植
ゑ
の
早
苗
が
水
を
ふ
く
み
ゆ
き
ホ
ー
ス

の
先
に
虹
が
た
ち
く
る
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
2
）

そ

ほ
の
ぼ
の
と
虹
立
ち
初
め
し
朝
の
間
を
時
雨
過

ぎ
つ
つ
刈
田
を
濡
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
3
）

ひ
と
山
を
つ
つ
み
て
夏
の
虹
立
て
り
死
な
せ
て

な
ら
ぬ
人
逝
き
し
日
に
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
4
）

晴
れ
や
か
な
空
の
夢
精
を
思
ひ
け
り
谷
の
う
へ

な
る
き
れ
ざ
れ
の
虹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
5
）

み

少
年
ら
は
汽
車
を
観
る
の
み
春
の
虹
の
は
か
な

花
』
　
（
5
0
）

①
佐
々
木
忠
郎
②
巻
十
九
③

P

一

〇

四

｜

3

　

Ⅱ

・

「

戦

争
の
傷
痕
」
・
〈
北
方
領
土
〉

④
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
　
（
4
9
・
5
）

①
森
崎
正
明
②
巻
十
九
③
P

二

一

三

｜

1

　

Ⅳ

・

「

愛

と

死
」
・
〈
兄
弟
・
姉
妹
〉
④
「
心

の
花
」
　
（
4
9
・
1
1
）

①
新
城
貞
夫
②
巻
十
九
③
P

二

九

一

｜

7

　

Ⅵ

・

「

く

さ

ぐ
さ
の
歌
」
・
〈
若
き
情
念
〉

④
「
花
明
り
」
　
（
5
4
）

①
引
田
正
男
②
巻
二
十
③
P

四
八
｜
1
　
Ⅰ
・
「
戦
後
三

十
年
」
・
〈
俘
虜
と
し
て
〉
④

『
遠
天
』
　
（
5
0
・
1
0
）
　
（
5
1
・

1
）

①
潟
岡
路
人
②
巻
二
十
③
P

七
〇
｜
4
　
Ⅱ
・
「
生
活
の

周
辺
」
・
〈
夕
べ
の
歌
〉
④
「
短

歌
人
」
　
（
5
1
・
4
）

①
本
望
愛
子
②
巻
二
十
③
P

一
〇
五
｜
6
　
Ⅲ
・
「
農
に

生
き
る
」
・
〈
米
作
り
〉
④
「
毎

日
新
聞
」
　
（
5
0
・
8
・
2
4
）

①
佐
藤
広
治
②
巻
二
十
③
P

一
二
三
｜
4
　
Ⅲ
・
「
農
に

生
き
る
」
・
〈
農
村
風
景
〉
④

「
朝
日
新
聞
」
　
（
5
0
・
1
1
・

9
）

①
代
居
三
郎
②
巻
二
十
③
P

一
八
九
｜
5
　
Ⅳ
・
「
愛
と

死
」
・
〈
挽
歌
〉
④
「
ひ
の
く

に

」

　

（

5

0

・

9

）

①
柏
木
茂
②
巻
二
十
③
P
二

六
三
｜
8
　
Ⅵ
・
「
現
代
の

歌
」
・
〈
青
春
）
④
『
功
子
』

（54）

①
加
藤
将
之
②
巻
二
十
③
P

四
五



荻　野　恭　茂

く
も
立
つ
ロ
ー
マ
駅
に
て

（
1
1
6
）
　
二
九
三
｜
7
　
Ⅵ
・
「
く
さ

ぐ
さ
の
歌
」
・
〈
海
外
の
旅
〉

④
「
短
歌
」
　
（
5
0
・
2
）

小
　
　
　
考

『
昭
和
萬
葉
集
』
　
は
、
そ
の
名
の
示
す
通
り
、
昭
和
元
年
よ
り
昭
和
五
十
年

に
至
る
五
十
年
間
の
作
品
を
収
録
し
て
お
り
、
よ
っ
て
昭
和
の
御
代
の
短
歌
を

大
凡
、
大
観
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
こ
こ
に
少
し
く
解
題
的
注
の

付
記
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
以
前
の
勅
撰
集
や
、
近
代
の
大
撰
集

（
注
1
）

（
明
治
・
大
正
の
代
と
昭
和
十
二
年
ま
で
を
含
む
）
　
『
新
萬
葉
集
』
と
の
編
集

上
の
相
違
の
大
き
な
点
は
、
こ
れ
ら
が
　
〈
作
品
本
位
〉
　
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
昭
和
萬
葉
集
』
　
の
方
は
　
〈
年
代
本
位
）
、
す
な
わ
ち
編
年
体
方
式
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
く
編
年
体
方
式
に
主
眼
が
お
か
れ
た
が
ゆ
え
に
、
短
歌

プ
ロ
パ
ー
の
価
値
基
準
に
よ
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
い
う
よ
り
、
歴
史
的
現
実
に

よ
る
素
材
に
重
き
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
い
わ
ば
理
性
的
な
「
昭
和
史
」

（
注
2
）

に
対
し
て
、
山
田
宗
睦
氏
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
昭
和
の
感
情
史
」
的
性
格
を

（
注
3
）

濃
厚
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
鶴
見
和
子
氏
の
顰
に
倣
え
ば
、

「
常
民
の
心
の
奥
底
に
あ
る
心
情
を
も
う
た
い
あ
げ
た
も
の
」
な
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
当
面
の
テ
ー
マ
た
る
　
〈
虹
〉
　
に
関
す
る
研
究
に
際
し
て
は
、
文
学

に
お
け
る
芸
術
的
価
値
を
第
一
義
に
置
い
て
編
ま
れ
た
も
の
で
な
く
て
も
、
視

野
を
拡
大
し
て
文
化
史
的
資
料
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
く
こ
と
に
す
れ
ば
、
本

稿
の
意
図
に
離
反
す
る
こ
と
大
で
は
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
ま
ず
は
数
量
的
分
析
よ
り
入
り
た
い
。
稿
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
｜

『
昭
和
萬
葉
集
』
　
四
四
二
四
八
首
中
、
〈
虹
〉
　
の
語
を
有
す
る
歌
は
一
一
六
首

で
あ
り
、
そ
の
内
分
け
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
2
～
1
1
の
数
値
的
範
囲
は
あ
る
が
、
各
巻
す
べ
て
に
わ
た
っ
て

（
巻
）
－
〈
虹
数
〉
　
｜
　
（
収
録
歌
数
）
　
｜
　
（
年
　
代
）

巻

一

｜

　

五

　

　

｜

　

二

二

八

二

　

｜

　

昭

元

～

5

二

　

｜

　

九

　

　

｜

　

二

三

八

二

　

｜

　

昭

6

～

8

三

　

｜

　

四

　

　

｜

　

二

一

一

七

　

｜

　

昭

9

～

1

1

四

　

｜

　

四

　

　

｜

　

二

二

七

七

　

｜

　

昭

1

2

～

1

4

五

　

｜

　

六

　

　

｜

　

二

一

四

七

　

｜

　

昭

1

5

～

1

6

六

　

｜

　

七

　

　

｜

　

二

二

四

三

　

｜

　

昭

1

6

～

2

0

七

　

｜

　

三

　

　

｜

　

二

一

五

八

　

｜

　

昭

2

0

～

2

2

八

　

｜

　

二

　

　

｜

　

一

九

八

八

　

｜

　

昭

2

3

～

2

4

九

　

｜

　

五

　

　

｜

　

二

二

三

八

　

｜

　

昭

2

5

～

2

6

十

　

｜

　

六

　

　

｜

　

二

二

七

二

　

｜

　

昭

2

7

～

2

9

十

一

｜

　

七

　

　

｜

　

二

〇

七

一

｜

　

昭

3

0

～

3

1

十

二

｜

　

六

　

　

｜

　

二

一

七

二

　

｜

　

昭

3

2

～

3

4

十
三
｜
　
六
　
　
｜
　
二
二
九
八
　
｜
　
昭
3
5
～
3
8

十
四
｜
　
八
　
　
｜
　
二
三
二
五
　
｜
　
昭
3
9
～
4
2

十

五

｜

　

三

　

　

｜

　

二

二

一

二

　

｜

　

昭

4

3

～

4

4

十

六

｜

　

一

一

　

　

｜

　

二

一

〇

五

　

｜

　

昭

4

5

～

4

6

十
七
｜
　
八
　
　
｜
　
二
一
八
二
　
｜
　
昭
4
7

十
八
｜
　
六
　
　
｜
　
二
二
二
〇
　
｜
　
昭
4
8

十
九
｜
　
三
　
　
｜
　
二
二
九
八
　
｜
　
昭
4
9

二

十

｜

　

七

　

　

｜

　

二

二

六

一

　

｜

　

昭

5

0 四
六



虹　と　日　本　文　藝

〈
虹
〉
は
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
ー
タ
ル
的
に
見
て
、
『
新
萬
葉
集
』

と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
『
新
萬
葉
集
』
　
は
、
五
六
／
三
〇
四
二
三
≒
〇
・
〇
〇

一
八
％
、
『
昭
和
萬
葉
集
』
　
は
、
一
一
六
／
四
四
二
四
八
≒
〇
・
〇
〇
二
六
％
、

で
あ
り
、
こ
れ
を
見
る
限
り
『
昭
和
萬
葉
集
』
　
の
方
が
、
数
量
的
に
や
や
優
位

を
保
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
両
者
の
編
集
上
の
特
色
を
顧
慮
す
れ

（
注
4
）

ば
、
さ
ほ
ど
の
相
違
は
な
か
ろ
う
｜
と
も
言
え
よ
う
か
。
た
だ
し
、
「
古
典
和
歌
」

の
世
界
と
比
べ
れ
ば
格
段
に
多
い
。

ま
た
、
外
来
語
表
記
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
と
か
、
記
紀
を
淵
源
と
し
て
　
『
新

萬
葉
集
』
　
に
も
見
え
た
、
〈
虹
〉
　
の
陰
喩
と
も
考
え
ら
れ
る
　
〈
天
の
浮
き
橋
〉

は
見
ら
れ
な
い
。
巻
十
二
に
「
伎
芸
天
女
」
　
の
歌
（
P
2
6
2
）
　
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
の
「
天
女
」
の
部
分
は
、
〈
虹
〉
の
雌
的
要
素
が
浄
土
系
仏
教
等
を
経
由
し
て
、

文
化
的
に
昇
華
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
属
性
は
奥
に
追
い
や
ら
れ
て

い
る
。歌
人
の
性
別
を
み
る
と
、
「
女
性
」
は
、
〈
虹
〉
歌
に
お
い
て
、
古
典
和
歌
の

世
界
で
は
皆
無
で
あ
っ
た
が
、
近
代
の
　
『
新
萬
葉
集
』
　
1
1
名
に
続
い
て
、
『
昭

和
萬
葉
集
』
で
は
2
3
名
と
増
加
。
（
た
だ
し
、
男
性
の
数
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
）

〈
虹
〉
　
の
古
代
的
受
容
、
す
な
わ
ち
『
詩
経
』
　
（
c
f
．
1
・
（
（
注
9
）
）
）
等
に
み

ら
れ
た
女
性
に
お
け
る
　
〈
虹
〉
　
の
「
禁
忌
」
的
呪
縛
か
ら
の
更
な
る
解
放
を
示

す
。続
い
て
、
表
現
・
内
容
の
面
を
考
え
つ
つ
、
微
視
的
な
分
析
に
入
る
。

一
　
『
新
萬
葉
集
』
と
資
料
時
代
的
に
重
複
す
る
の
は
、
『
昭
和
萬
葉
集
』
　
で

は
、
巻
一
～
巻
四
で
あ
り
、
そ
の
中
、
（
1
2
）
・
（
1
8
）
の
二
首
が
重
複
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
『
昭
和
萬
葉
集
』
　
は
「
部
立
て
が
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
各

巻
の
初
め
の
ほ
う
に
、
そ
の
年
代
に
起
き
た
歴
史
的
な
出
来
事
別
に
歌
を
配
列

し
て
、
そ
の
次
に
、
男
女
の
愛
情
　
（
相
聞
）
　
や
死
　
（
挽
歌
）
、
生
活
や
仕
事
の

歌
　
（
雑
歌
）
、
そ
れ
か
ら
自
然
詠
と
、
歌
集
と
し
て
当
然
と
る
べ
き
部
立
て
を

お
い
て
い
る
。
」
　
の
で
あ
る
が
、
特
に
　
〈
虹
〉
　
は
、
そ
の
テ
ー
マ
の
も
つ
属
性

か
ら
し
て
、
愛
・
死
・
挽
歌
と
も
親
近
し
て
は
い
る
が
、
い
き
お
い
後
者
、
自

然
詠
に
多
出
し
、
こ
の
面
で
は
、
『
昭
和
萬
葉
集
』
　
の
編
集
的
特
質
と
や
や
ず

れ
て
、
本
来
的
な
〈
作
品
本
位
〉
　
の
面
か
ら
も
か
な
り
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

象
徴
的
に
証
左
し
て
い
る
も
の
と
も
言
え
る
。

二
　
『
昭
和
萬
葉
集
』
　
の
　
〈
虹
〉
　
は
、
お
お
む
ね
　
『
新
萬
菓
集
』
　
の
　
〈
虹
〉

の
延
長
線
上
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
手
堅
い
ア
ラ
ラ
ギ
的
写
生
技
法
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
た
写
生
歌
群
で
あ
る
。
素
材
の
属
性
た
る
仄
か
な
ロ
ー
マ
ン
性
を
ま

つ
わ
ら
せ
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
は
、
素
直
な
目
が
と
ら
え
た
　
（
た
だ
し
、
色
数
に

関
し
て
は
（
1
9
）
・
（
2
0
）
歌
の
ご
と
く
「
七
」
色
と
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
後
の
科
学
文
明

の
知
識
に
よ
る
先
入
観
に
染
ま
っ
た
面
も
見
ら
れ
る
が
、
（
※
現
実
に
は
「
七
」

な
ど
と
は
っ
き
り
と
目
に
色
別
す
る
の
は
困
難
）
、
日
本
的
自
然
神
的
美
観
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

（
4
6
）
　
夕
淡
く
懸
れ
る
虹
の
輪
の
な
か
に
水
そ
こ
と
な
る
村
は
ひ
そ
け
し

（
8
3
）
　
コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
る
彼
方
に
虹
は
消
え
ま
た
平
凡
な
た
そ
が
れ
の
町

な
ど
は
、
抒
情
味
の
方
が
勝
っ
て
い
る
の
で
、
抒
情
的
写
生
歌
と
言
っ
て
お
い

た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
詠
歌
の
地
理
的
分
布
が
グ
ロ
ー
バ
ル
で

従
っ
て
、
〈
虹
〉
歌
の
背
景
が
国
際
性
に
富
み
、
お
の
ず
か
ら
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ

ム
の
魅
力
を
湛
え
て
い
る
面
の
存
す
る
こ
と
（
e
x
4
0
・
9
0
・
1
1
6
）
は
、
先
行
『
新

萬
葉
集
』
　
の
延
長
・
敷
衍
上
に
あ
る
。

三
　
し
か
し
、
近
代
↓
現
代
へ
、
こ
の
時
代
的
変
遷
に
従
っ
て
、
そ
の
場
面

あ
る
い
は
背
景
は
、
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
、
例
え
ば
、

（
2
5
）
・
（
3
0
）
・
（
3
1
）
・
（
3
2
）
な
ど
、
海
戦
・
戦
場
に
た
つ
　
〈
虹
〉

（
3
6
）
・
（
3
7
）
な
ど
の
　
「
東
京
の
焼
野
を
跨
ぐ
大
〈
虹
〉
」
・
「
空
襲
に
焦
土
と
な

四
七
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り
し
町
の
冬
〈
虹
〉
」

（
4
6
）
に
み
る
「
ダ
ム
に
沈
む
村
」
に
た
つ
　
〈
虹
〉

（
9
3
）
に
み
る
「
ス
モ
ッ
グ
の
空
」
に
た
つ
　
〈
虹
〉
　
類
歌
＝
（
2
2
）

（
9
4
）
に
み
る
経
済
構
造
の
劇
変
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
減
反
措
置
等

に
よ
る
「
き
び
し
い
農
村
」
に
た
つ
　
〈
虹
〉
　
…
等
。

で
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
が
、
〈
虹
〉
を
配
し
つ
つ
叙
景
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の

特
色
た
る
「
昭
和
の
感
情
史
」
の
面
目
を
果
敢
に
発
揮
し
て
い
る
面
で
あ
ろ
う
。

四
　
ま
た
、
写
生
の
対
象
た
る
　
〈
虹
〉
　
が
、
自
然
の
実
景
と
し
て
の
そ
れ
に

は
違
い
な
い
が
、
し
か
し
、
お
の
ず
か
ら
た
つ
大
自
然
の
現
象
と
し
て
の
〈
虹
〉

で
は
な
く
、
人
ま
た
は
物
・
機
械
の
作
為
の
結
果
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
　
〈
虹
〉

が
、
『
昭
和
萬
葉
集
』
に
は
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
（
3
0
）
・
（
3
2
）
・
（
8
5
）
・
（
1
0
2
）
・
（
1
1
1
）

等
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
注
5
）

五
　
ま
た
、
〈
虹
〉
　
の
特
殊
な
出
現
形
態
た
る
、
A
株
（
蕪
）
　
虻
　
（
（
2
1
）
（
6
8
）
）

の
他
に
、
B
副
虹
（
ま
た
は
第
2
次
虹
）
　
（
（
2
7
）
）
、
C
日
の
暈
ま
た
は
副
虹
の
反

射
虹
　
（
（
4
1
）
）
、
D
月
虹
　
（
（
3
4
）
）
　
も
現
れ
て
い
る
。
（
1
）
は
飛
翔
詠
に
よ
る
〈
眼
下

の
虹
〉
、
（
4
1
）
は
ア
リ
ゾ
ナ
の
砂
漠
の
空
に
現
れ
た
「
幻
日
」
を
含
む
も
の
で
あ

（
注
6
）

ろ
う
か
。
B
C
D
は
、
撰
集
中
、
初
の
よ
う
で
あ
る
。
（
A
・
B
は
末
部
付
載

の
　
〈
虹
〉
　
の
解
説
｜
参
照
）

六
　
次
に
、
〈
虹
〉
「
出
現
」
の
表
現
・
表
記
を
み
る
と
、

a

1

＝

顕

つ

＝

2

首

　

a

2

＝

た

つ

　

（

わ

き

｜

）

＝

2

3

首

　

a

3

＝

立

つ

＝

1

9

首

b

1

＝

懸

る

＝

1

首

　

b

2

＝

か

か

る

c
＝
あ
ら
は
る
＝
2
首

あ

d

1

＝

生

る

＝

2

首

　

d

2

＝

あ

る

＝

1

首

e
＝
あ
が
る
＝
1
首

で
あ
る
。
a
系
＝
T
A
T
u
系
が
圧
倒
的
に
多
い
。
a
2
＝
た
つ
、
は
表
音
文
字
な

の
で
測
り
か
ね
る
が
、
本
来
、
和
語
で
は
〈
虹
〉
は
〈
た
ち
も
の
〉
と
も
い
い
、

a
1
＝
顕
つ
、
す
な
わ
ち
「
こ
の
世
な
ら
ぬ
も
の
、
神
威
あ
る
も
の
、
の
顕
現
」

を
意
味
し
、
a
3
＝
立
つ
、
は
そ
の
認
識
を
奥
に
蔵
し
つ
つ
も
写
生
的
に
表
記
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
b
系
＝
K
A
K
A
R
u
は
、
稿
者
の
い
う
二
次
認
識
に
よ
る
「
架

橋
」
型
認
識
か
ら
き
た
も
の
で
あ
り
、
c
・
d
・
e
は
現
代
的
表
現
で
あ
る
。

古
典
東
国
和
語
に
見
ら
れ
る
「
吹
く
」
・
「
張
る
」
は
見
ら
れ
な
い
。

因
み
に
、
存
在
・
状
態
の
表
現
は
、

「
見
ゆ
」
・
「
こ
ゆ
」
・
「
落
つ
」
・
「
移
る
」
・
「
描
く
」

で
あ
り
、
消
滅
の
表
現
は
、

「
消
ゆ
」

の
一
語
の
み
で
あ
り
、
古
典
和
歌
以
来
の
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
。

七
　
次
に
、
か
な
り
の
特
記
事
項
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
『
新
萬
葉
集
』

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

に
は
稀
薄
で
あ
っ
た
、
古
代
的
な
民
俗
意
識
に
支
え
ら
れ
た
も
の
が
出
現
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
虹
〉
　
の
古
代
的
呪
縛
・
禁
忌
か
ら
完
全
に
は
解
禁
さ
れ

て
い
な
い
面
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

（
1
0
9
）
　
夕
立
の
お
そ
う
背
後
を
ふ
り
む
け
ば
い
ず
こ
の
危
機
か
虹
た
ち
に
け
り

（
5
9
）
　
議
事
堂
を
目
指
せ
る
示
威
の
過
ぐ
る
今
日
し
ぐ
れ
の
暗
き
夕
虹
の
下

お

（
9
8
）
　
雄
ご
こ
ろ
や
わ
れ
に
流
れ
て
虹
た
つ
を
む
か
し
群
盗
の
ほ
ろ
び
た
る
石

（
1
1
4
）
　
ひ
と
山
を
つ
つ
み
て
夏
の
虹
立
て
り
死
な
せ
て
な
ら
ぬ
人
逝
き
し
日
に

（
1
0
1
）
　
時
長
く
虹
は
立
ち
た
り
戦
没
者
追
悼
式
の
す
す
む
う
み
べ
に

な
き
が
ら

（
1
7
）
　
ひ
と
よ
さ
を
君
が
亡
骸
を
ま
も
り
た
る
あ
か
つ
き
に
し
て
低
き
虹
た
つ

ま
な
そ
こ

（
1
0
2
）
　
虹
ヶ
浜
に
夜
ご
と
爆
死
体
を
焼
き
し
炎
眼
底
に
あ
り
て
二
十
八
年
経
つ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

等
に
は
、
古
代
的
不
吉
・
凶
祥
・
妖
祥
の
暗
示
が
み
え
る
。
（
1
0
9
）
・
（
5
9
）
・
（
9
8
）
に
は

（
注
7
）

「
白
虹
貫
日
」
的
な
も
の
、
（
1
1
4
）
・
（
1
0
1
）
・
（
1
7
）
に
は
「
天
上
界
」
と
「
地
上
界
」
、

（
注
8
）

「
あ
の
世
」
と
「
こ
の
世
」
を
繋
ぐ
霊
魂
の
通
路
、
す
な
わ
ち
〈
架
橋
〉
型
の

四
八
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こ
と
だ
ま

古
代
的
意
識
が
ひ
そ
ん
で
い
よ
う
。
（
1
0
2
）
の
「
虹
ヶ
浜
」
と
い
う
地
名
の
言
霊
に

も
そ
れ
に
類
す
る
思
い
入
れ
が
あ
ろ
う
。

（
8
6
）
　
ベ
ッ
ド
よ
り
わ
れ
を
よ
ぶ
君
虹
を
溶
く
ご
と
く
油
彩
に
あ
そ
べ
る
夜
を

（
1
1
5
）
　
晴
れ
や
か
な
空
の
夢
精
を
思
ひ
け
り
谷
の
う
へ
な
る
き
れ
ぎ
れ
の
虹

（
注
9
）

に
は
、
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
あ
る
い
は
淫
事
に
通
ず
る
夢
想
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
意

味
で
、
こ
れ
は
、
遠
く
『
萬
葉
集
』
東
歌
の
、

三
四
三
三

三
四
一
二

イ
　
カ
　
ホ
　
ロ
　
ノ
　
ヤ
　
サ
　
カ
　
ノ
イ
　
デ
ニ
　
　
タ
　
ツ
　
ノ
　
ジ
　
ノ
　
　
ア
　
ラ
　
ハ
　
ロ
　
マ

伊
香
保
呂
能
　
夜
左
可
能
為
提
尓
　
多
都
努
自
能
　
安
良
波
路
万

テ
　
モ
　
　
　
　
サ
ネ
　
ヲ
　
サ
ネ
　
テ
　
バ

代
母
　
佐
祢
乎
佐
称
弓
婆

（
『
新
編
　
国
歌
大
観
』
）

に
直
結
す
る
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
、
凶
祥
、
妖
祥
・
淫
事
（
広
く
恋

愛
も
含
め
て
）
　
と
絡
め
て
見
る
受
け
取
り
方
は
、
『
萬
葉
集
』
東
歌
の
一
首
や

（

注

1

0

）

　

　

　

　

　

　

　

（

注

1

1

）

西
行
の
よ
う
な
歌
僧
、
衣
笠
内
大
臣
等
を
数
少
な
い
例
外
と
し
て
、
上
代
｜
中

古
｜
中
世
｜
近
世
、
の
和
歌
史
が
忌
避
し
つ
づ
け
て
き
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

逆
に
〈
虹
〉
を
こ
の
上
な
い
吉
祥
・
瑞
祥
と
観
ず
る
向
き
も
あ
る
。
こ
れ
も

ま
た
古
代
的
意
識
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

1
1
0
　
セ
レ
ン
河
に
虹
た
て
ば
帰
国
の
前
兆
と
喜
び
合
へ
り
か
の
俘
虜
の
日
よ

さ
き
は
ひ

9
6
　
噴
水
の
し
ぶ
き
交
は
る
た
ま
ゆ
ら
を
幸
の
ご
と
秋
の
虹
た
つ

等
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
8
）
・
（
1
4
）
・
（
2
3
）
・
（
4
4
）
・
（
9
2
）
等
も
そ
の
類
型
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

6
0
　
噴
水
の
水
に
時
の
ま
の
虹
立
て
ば
如
何
な
ら
む
明
日
わ
が
た
め
に
待
つ

（
注
1
2
）

は
、
「
不
幸
の
あ
と
に
く
る
希
望
の
象
徴
」
と
し
て
〈
虹
〉
を
観
る
旧
約
聖
書
（
キ

リ
ス
ト
教
）
的
世
界
観
に
染
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
が
家
庭
内
不
和
に
苦

悩
し
、
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
（
東
京
女
子
大
）
　
の
出
身
者
で
あ
る
｜
と
い
う
事

実
を
知
れ
ば
符
号
し
よ
う
。
（
3
6
）
・
（
3
7
）
・
（
3
9
）
・
（
1
0
4
）
・
（
1
0
8
）
、
等
も
こ
の
系
譜
に
連
な

ろ
う
。
前
者
は
、
単
に
〈
虹
〉
　
の
「
吐
金
」
ま
た
「
虹
脚
埋
宝
」
民
俗
信
仰
に

淵
源
す
る
「
瑞
祥
・
至
福
」
観
で
あ
り
、
後
者
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
宗
教
文

化
的
色
合
い
が
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

八
　
『
昭
和
萬
葉
集
』
中
、
〈
虹
〉
語
を
有
す
る
歌
一
一
六
首
の
う
ち
、
そ
の
〈
虹
〉

が
、
い
わ
ゆ
る
自
然
詠
の
そ
れ
以
外
の
も
の
が
、
一
九
首
程
あ
る
。

A
　
比
喩
的
用
法
　
　
（
3
5
）
（
4
4
）
（
6
9
）
（
7
1
）
（
8
6
）
（
9
2
）

B
　
形
容
語
　
　
　
　
（
5
8
）
（
6
6
）
（
8
2
）
（
9
9
）
（
1
0
2
）
（
1
0
4
）
（
1
0
6
）

C
　
心
象
　
　
　
　
（
1
5
）
（
4
7
）
（
7
0
）
（
7
3
）
（
7
6
）
（
9
1
）
（
9
8
）
　
（
7
8
）

こ
の
う
ち
広
義
に
解
す
れ
ば
、
B
は
A
に
吸
収
さ
れ
う
る
も
の
か
も
知
れ
な

い
。
C
中
の
、
（
7
8
）
は
作
者
か
ら
類
推
し
た
も
の
で
、
（
1
1
1
）
は
定
家
の
三
夕
の
歌
な

（
注
1
3
）

ど
に
見
ら
れ
る
ミ
セ
ケ
チ
的
心
象
詠
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
昭
和
萬
葉
集
』
　
の
新
生
面
を
如
実
に
示
す
も
の
は
C
の

歌
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
（
9
1
）
歌
に
見
る
べ
く
戦
後
の
三
十
年
代
に
澎
湃
と
し

て
沸
き
起
っ
た
前
衛
短
歌
運
動
と
そ
の
潮
流
の
影
響
を
何
ら
か
の
形
で
受
け
て

成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
（
1
3
）
・
（
1
4
）
の
前
川
佐
美
雄
歌
、
（
1
5
）
の
斎

藤
史
歌
の
表
現
は
、
昭
和
十
年
代
「
新
風
十
人
」
の
一
人
と
し
て
華
々
し
く
デ

ビ
ュ
ー
し
た
歌
人
ら
し
く
、
他
の
歌
群
を
二
十
年
ほ
ど
先
取
り
し
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
（
4
7
）
の
大
田
満
喜
子
の
歌
は
、
前
衛
短
歌
時
代
前
後
の
も
の

と
解
せ
よ
う
。

か
く
て
、
『
昭
和
萬
葉
集
』
　
に
現
れ
た
〈
虹
〉
は
、
ほ
の
か
な
ロ
ー
マ
ン
性

を
ま
つ
わ
ら
せ
つ
つ
も
、
お
お
む
ね
手
堅
い
写
生
技
法
に
よ
っ
た
、
素
直
な
目

が
と
ら
え
た
日
本
的
自
然
神
的
美
観
の
結
晶
で
あ
る
が
、
中
に
は
特
異
な
も
の

も
み
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
現
れ
方
が
、
和
歌
撰
集
史
上
の
特
色
と
思
わ
れ
る
も

の
を
大
別
し
て
み
る
と
、

〈
1
〉
　
叙
景
的
素
材
の
歴
史
性
・
社
会
性
を
含
ん
だ
新
し
さ
に
触
発
さ
れ
た

清
新
な
抒
情
世
界
に
、

〈
2
〉
　
複
雑
玄
妙
な
光
科
学
現
象
た
る
、
B
副
虹
（
ま
た
は
第
2
次
虹
）
C

日
の
暈
（
ハ
ロ
ー
現
象
）
ま
た
は
副
虹
の
反
射
虹
、
D
月
虹
、
と
し

四
九
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て
、

〈
3
〉
　
心
理
の
深
層
に
眠
る
古
代
的
民
俗
意
識
｜
不
吉
・
凶
祥
・
妖
祥
等
ま

た
逆
に
吉
祥
・
瑞
祥
｜
の
間
歇
的
覚
醒
と
発
現
と
共
に
、

〈
4
〉
　
旧
約
聖
書
（
キ
リ
ス
ト
教
）
　
的
世
界
観
の
対
象
と
し
て
、

（
5
〉
　
前
衛
短
歌
的
・
知
的
、
心
象
詠
の
出
現
と
絡
っ
て
｜
現
れ
る
。

等
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
一
般
の
歴
史
学
か
ら
漏
れ
落
ち
て

（

注

1

4

〉

　

　

　

　

　

　

　

（

注

1

5

）

い
る
、
常
民
に
よ
る
「
昭
和
の
感
情
史
」
的
意
義
面
の
一
角
を
確
か
な
形
で
担
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
注
1
）
　
拙
著
　
『
新
萬
葉
集
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
　
（
昭
4
6
・
中
部
日
本
教
育

文
化
会
）
　
の
第
三
章
「
審
査
委
員
会
と
其
の
内
容
」
、
第
十
二
章
「
審

査
過
程
上
の
諸
問
題
に
就
き
て
」
中
に
詳
述
。

（
注
2
）
　
「
対
談
　
昭
和
短
歌
の
源
流
｜
『
昭
和
萬
葉
集
』
に
つ
い
て
｜
」
（
『
短
歌
』

（
（
昭
5
6
・
3
、
角
川
書
店
）
）
）
　
中
、
山
田
宗
睦
氏
の
言
を
参
考
。

（
注
3
）
　
「
『
昭
和
萬
葉
集
』
発
刊
に
寄
す
」
　
（
「
昭
和
萬
葉
集
』
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

（
注
4
）
　
久
保
田
淳
筆
『
虹
の
歌
』
　
（
『
文
学
』
　
1
9
9
1
・
夏
、
岩
波
書
店
）
　
の

引
用
歌
＋
小
生
の
調
査
、
に
よ
る
と
「
五
十
八
」
首
、
c
f
．
拙
稿
「
虹
と

日
本
文
藝
｜
古
典
和
歌
・
付
狂
歌
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
。
但
し
、
分
母
が

厖
大
。

（
注
5
）
　
末
尾
の
解
説
・
図
絵
参
照
。

（
注
6
）
　
先
行
の
撰
集
『
新
萬
葉
』
　
に
登
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
成
立
以
前

の
個
人
歌
集
の
中
に
は
、
す
で
に
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

あ
ら
は
れ
し
二
つ
の
虹
の
に
ほ
へ
る
に
ひ
と
つ
は
お
ぼ
ろ
ひ
と
つ

清
け
く
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
茂
吉
『
つ
ゆ
じ
も
』
　
（
大
9
）

北
山
の
濃
藍
の
前
の
二
重
虹
時
雨
は
遠
く
過
ぎ
に
け
ら
し
な

尾
上
柴
舟
『
朝
ぐ
も
り
』
　
（
大
7
）

A
、
（
1
）
型
は
　
『
新
萬
葉
集
』
　
に
既
出
。

（
注
7
）
　
「
〔
史
記
鄒
陽
伝
〕
　
白
い
虹
が
太
陽
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
で
、
中
国
で
昔
、

国
に
兵
乱
の
あ
る
天
象
と
す
る
。
」
　
（
『
広
辞
苑
』
）
　
「
白
色
の
虹
が
日
の

面
を
突
き
と
ほ
す
。
精
誠
が
天
に
感
應
し
て
あ
ら
は
れ
る
象
と
い
ふ
。

又
、
白
虹
は
兵
の
象
、
日
は
君
で
、
君
に
危
害
を
加
へ
る
象
と
い
ふ
。

〔
戦
國
、
魏
策
〕
夫
専
諸
之
刺
二
王
僚
一
也
、
彗
星
襲
レ
月
、
聶
政
之

刺
二
韓
傀
一
也
、
白
虹
貫
レ
曰
。
〔
史
記
、
鄒
陽
傳
〕
　
昔
者
荊
軻
慕
二
燕

丹
義
一
、
白
虹
貫
レ
曰
、
太
子
畏
之
。

〔
注
〕
集
解
曰
、
應
劭
曰
、
燕
太
子
丹
、
質
二
於
秦
一
、
始
皇
遇
レ
之
之
無

禮
、
丹
亡
去
、
故
厚
養
二
荊
軻
一
、
令
三
西
刺
二
秦
王
一
、
精
誠
感
レ
天
、
白

虹
為
レ
之
貫
レ
曰
也
、
如
淳
曰
、
白
虹
兵
象
、
日
為
レ
君
　
（
云
々
）
」
　
（
諸

橋
轍
次
著
　
『
大
漢
和
辞
典
』
　
巻
八
、
昭
3
3
、
大
修
館
書
店
）
　
こ
の
思

想
は
日
本
に
入
っ
て
、
『
日
本
書
紀
』
｜
天
武
天
皇
十
一
年
｜
「
是
の

い

ぬ

の

　

　

　

　

ゆ

ふ

づ

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

わ

た

　

　

ひ

の

え

と

ら

の

ひ

夕
の
　
昏
　
時
に
、
大
星
、
東
よ
り
西
に
度
る
。
丙
　
寅
　
に

の

り

の

ふ

み

つ

く

る

み

あ

ら

か

　

　

　

　

　

ぬ

じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

ら

の

と

き

造
法
令
殿
の
内
に
大
き
な
る
虹
有
り
。
…
…
是
の
日
の
平
旦
に
、
虹

あ
り
て
、
天
の
中
央
に
當
り
て
、
日
に
向
へ
り
。
』
（
岩
波
『
日
本
古
典

文
学
大
系
本
』
　
に
よ
る
）
　
に
も
、
そ
の
暗
示
が
あ
り
、
民
間
に
も
伝
承

さ
れ
て
い
た
と
見
え
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
「
賢
木
の
巻
」
、
『
平
家
物
語
』

の
「
咸
陽
宮
」
、
『
平
家
物
語
』
　
の
「
信
西
出
家
の
由
来
並
び
に
南
部
落
ち

の
事
」
等
の
中
に
も
現
れ
て
い
る
。

（
注
8
）
　
拙
稿
「
虹
と
日
本
文
藝
」
（
八
）
｜
比
較
研
究
資
料
通
考
｜
に
い
う
、
〈
虹
〉

の
二
二
次
的
認
識
｜
（
ロ
）
｜
a
2
型
に
あ
た
り
、
古
代
グ
ロ
ー
バ
ル
に
見

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
「
比
較
研
究
資
料
私
註
（
7
）
」
3
3
の
「
考
」

に
詳
述
。

（
注
9
）
　
古
代
中
国
の
類
書
『
藝
文
類
聚
』
　
に
は
「
釋
名
曰
虹
陽
氣
之
動
虹
攻
也

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

純
陽
攻
陰
氣
也
　
又
曰
夫
人
陰
陽
不
合
婚
姻
錯
亂
淫
風
流
行
男
女
互
相

奔
随
之
時
此
則
氣
盛
故
以
其
盛
時
合
之
也
」
と
あ
り
、
『
詩
經
』
　
の
「
〓

風
」
　
中
　
〈
〓
〓
〉
　
と
題
し
て
　
「
〓
〓
在
東
　
莫
之
敢
指
　
女
子
有
行

遠
父
母
兄
弟
　
朝
〓
干
西
　
崇
朝
其
雨
　
女
子
有
行
　
遠
兄
弟
父
母

乃
加
之
人
也
　
懐
婚
姻
也
　
大
無
信
也
　
不
知
命
也
」
と
あ
り
、
ま
た

「
國
風
」
中
〈
候
人
〉
と
題
し
て
「
維
鵜
在
梁
　
不
濡
其
味
　
彼
其
之

ヽ

子
　
不
〓
其
媾
　
薈
兮
蔚
兮
　
南
山
朝
〓
　
婉
兮
欒
兮
　
委
女
斯
飢
」

（
ニ
ジ
）

が
あ
り
、
む
く
む
く
と
た
ち
升
る
　
〈
淫
気
〉
　
に
　
〈
〓
〉
　
を
見
、
そ
こ

に
性
的
欲
求
不
満
か
ら
く
る
邪
淫
願
望
の
反
映
を
見
て
い
る
。
そ
の
淵

五
〇



虹　と　日　本　文　藝

源
に
　
〈
二
ジ
〉
＝
（
〓
〓
・
虹
〓
）
を
、
そ
の
象
形
文
字
の
示
す
ご
と
く

「
蛇
類
の
動
物
」
と
観
ず
る
民
俗
か
ら
き
て
い
る
。
（
甲
骨
文
字
に
も
見
。

c
f
．
拙
稿
「
比
較
研
究
資
料
私
註
（
一
）
」
の
「
考
」
中
。
　
「
邪
淫
」
は
「
蛇

淫
」
　
に
通
じ
、
そ
の
属
性
と
し
て
の
濃
厚
な
セ
ッ
ク
ス
の
観
察
か
ら
き

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
古
代
中
国
の
み
な
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
に
散

在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
（
c
f
．
拙
稿
「
比
較
研
究
資
料
私
註
」
参
照
）

当
然
わ
が
国
に
も
〈
虹
〉
を
「
竜
蛇
」
・
「
天
蛇
」
あ
る
い
は
「
大
ヘ
ビ
」

と
見
る
民
俗
が
あ
る
。
（
安
間
清
著
　
『
虹
の
話
｜
比
較
民
俗
学
的
研
究
』

昭
5
3
・
オ
リ
ジ
ン
書
房
）

（
注
1
0
）
　
さ
ら
に
又
そ
り
橋
わ
た
す
心
ち
し
て
を
ぶ
さ
か
か
れ
る
か
づ
ら
き
の
山

『
夫
木
和
歌
抄
』

（
注
1
1
）
　
か
り
そ
め
に
み
し
ば
か
り
な
る
は
し
た
か
の
を
ぶ
さ
の
は
し
の
恋
ひ
や

わ
た
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
夫
木
和
歌
抄
』

（
注
1
2
）
　
『
旧
約
聖
書
』
（
キ
リ
ス
ト
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
（
（
の
一
部
）
）
）
中
「
創
生
紀
」

い
ひ

第
九
章
・
前
半
。
「
神
ノ
ア
と
其
子
等
を
祝
し
て
之
に
曰
た
ま
ひ
け
る

う

め

　

ふ

え

　

　

　

み

て

は
生
よ
増
殖
よ
地
に
満
よ
…
我
わ
が
虹
を
雲
の
中
に
起
さ
ん
是
我
と
世

も
ろ
も
ろ

と
の
間
の
契
約
の
徴
な
る
べ
し
…
水
再
び
諸
の
肉
な
る
者
を
滅
ぼ
す

と

こ

し

え

　

　

　

　

お

ば

洪
水
と
な
ら
じ
…
永
遠
の
契
約
を
記
念
え
ん
…
」
　
（
曰
本
聖
書
教
会
編

『
旧
新
約
聖
書
』
｜
1
9
7
6
｜
に
よ
る
。
）
＝
c
f
．
2
9
1

（
注
1
3
）
　
『
新
古
今
和
歌
集
』
　
3
6
3
番

み
渡
せ
ば
花
も
も
み
ぢ
も
な
か
り
け
り
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
ぐ
れ

c
f
．
　
「
暮
れ
行
け
ば
浅
間
も
見
え
ず
／
歌
哀
し
佐
久
の
草
笛
」
（
島
崎

藤
村
『
落
梅
集
』
）
　
山
崎
敏
夫
『
新
古
今
私
説
』
参
考
。

（
注
1
4
）

（
注
1
5
）

（
補
注
1
）

注
2
注
3
参
照
。

吉
田
義
孝
筆
「
記
紀
万
葉
に
歴
史
を
読
む
③
｜
大
津
皇
子
の
謀
反
）

（
『
朝
日
新
聞
』
　
昭
6
1
・
1
2
・
1
3
）
　
に
も
「
こ
れ
は
史
官
の
ぼ
か
し
た

表
現
で
、
『
訌
　
（
こ
う
）
』
　
（
乱
の
意
）
　
と
同
義
の
　
「
虻
』
　
を
用
い
て
、

当
時
、
律
令
制
定
に
か
ら
み
　
『
造
法
令
殿
で
大
い
な
る
内
訌
』
　
の
あ
っ

た
こ
と
を
暗
喩
し
た
も
の
と
解
し
て
よ
い
」
と
あ
る
。
c
f
．
7
2
5
。

〔
株
　
（
蕪
）
　
虹
〕
　
「
頭
が
雲
に
お
お
わ
れ
て
見
え
ず
、
足
の
部
分
の
み
が
1

本
あ
る
い
は
2
本
、
時
に
は
3
本
地
面
に
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
立
っ
て
、

あ
た
か
も
天
を
支
え
る
五
色
柱
の
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
。
…
普
通
の
虹
は
雲
の
前
面
に
見
え
る
。
株
虹
は
雲
の
向
う
側
に
で

き
る
訳
で
あ
る
か
ら
極
く
ま
れ
に
し
か
起
ら
な
い
。
」
　
（
『
気
象
の
事
典
』

昭
4
0
、
東
京
堂
出
版
、
北
岡
氏
筆
）

ヽ

　

ヽ

c
f
．
川
端
康
成
「
美
の
存
在
と
発
見
」
中
、
「
沖
の
ひ
と
と
こ
ろ
に
真
直

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ぐ
に
立
つ
虹
、
月
の
暈
の
や
う
に
月
を
巻
く
円
い
虹
、
そ
の
美
し
さ
の

話
を
、
わ
た
く
し
は
ハ
ワ
イ
で
俳
句
を
つ
く
る
日
本
人
か
ら
聞
き
ま
し

た
。
」
（
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
分
校
で
の
公
開
講
義
、
『
毎
日
新
聞
』
昭
4
4
・

5
・
3
、
夕
刊
）

〔
主
虹
｜
副
虹
（
（
第
1
図
）
）
〕
　
〔
反
射
虹
（
（
第
2
図
）
）
〕
〔
暈
・
幻
日
・
環
・
弧
（
（
第
3
図
）
）
〕太陽（図中Sで示す）のまわりに以下のような暈ができる。

『
気
象
の
事
典
』
　
（
昭
4
0
、
東
京
堂
出
版
）
　
よ
り

五
一

第1図　虹の原理

第2図　各虹の関係

第3図


